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株式会社インバスケット研究所 
 

企業を元気にし、組織の根本から生産性を向上させてきたプロからの提案。 

『インバスケット思考』の著者、鳥原 隆志と 

Yahoo! 人事戦略本部長 夢の対談！（10月 19日（木）@東京） 

 

株式会社インバスケット研究所（本社：東京都江東区、代表取締役社長 鳥原隆志）は、2009 年よ

り人材育成ツールとして「インバスケット（※１）」の研究開発・研修などを行っています。このツールを用いたト

レーニングでは、「優先順位設定の向上」が期待できることから、昨今の『働き方改革』の波もあり、「生産性」

の改善に対しても期待が高まっています。残業カット、休日出勤の禁止など、時間が限られていく中で、最高の

パフォーマンスを実現するにはどうすればよいのか。今回の展示会では、各分野の経験者の方々にご講演、対

談を通して、具体的な実践方法をご提案いたします。一番影響の受けやすい人事部門だからこそ、知ってもら

いたい解決策をお伝えします。 

 

【開始日時】 2017 年 10月 19日（木）・20 日（金） 

 10：00～17：00（受付開始 9：30～） 

【会 場】 株式会社インバスケット研究所 東京本社 

タイム 24 ビル 17 階  東京都江東区青海 2-4-32 

【参 加 費】 無 料  ※満席の場合もメディア様のお席をご用意いたします 

【主な内容】 

◎ゲストスピーカーのご講演 

－ヤフー（株） コーポレート PD戦略本部長 湯川 高康様（19日） 

－（株）東レ経営研究所 元社長 佐々木 常夫様（20日） 

－（株）明屋書店 代表取締役 小島 俊一様（20日） 

◎インバスケットを用いた事例のご紹介 

（株）吉野家ホールディングス 杉山 英行様（19日） 

◎インバスケット・ツールの体験会 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社インバスケット研究所 東京本社（代表取締役社長 鳥原 隆志） 

 〒135-0064 東京都江東区青海 2-4-32 タイム 24 ビル 17 階 

  TEL： 03-5579-6555 ／ FAX： 03-5579-6415 

◇広報担当者 唄
ばい

 麻里絵 （大阪本社 072-242-8970） 

◇営業担当者 矢野 恒久 （東京本社） houjin_tk@inbasket.co.jp 

  岸本 昌也 （大阪本社） houjin@inbasket.co.jp 

▼詳細はこちら 

 

 

 

 



 
◆ゲストスピーカーご紹介 

 

株式会社ヤフー 

 ピープル・ディベロップメント 戦略本部本部長 

湯川 高康様 

 2003年 5月ヤフー株式会社へ入社。 

  採用、制度企画・運用、労務など人事全般を経験。 

 2014年 4月より現職。 

   「生産性」の切り口から言うと、テクニックで 

   どうにかなるものではない。働き方「改革」でいえば、 

   企業側の”忍耐力”が試されるもの。だからこそ、 

   社員との関係性の構築が大事であって、ヤフーが実践してきたのは 

   1on1（一対一で面談をする）の制度である。 

 

 

株式会社佐々木常夫マネージメント・リサーチ 

 代表 

佐々木 常夫様 

 2001年東レ株式会社 取締役に就任。 

 2003年株式会社東レ経営研究所 社長に就任。 

 2010年株式会社佐々木常夫マネージメント・リサーチ 

   代表に就任。 

   何度かの事業改革の実行や 3代の社長に仕えた経験から 

   独特の経営観をもち、現在経営者育成のプログラムの 

   講師などを勤める。社外業務としては内閣府の男女共同参画会議議員、 

   大阪大学客員教授 などの公職を歴任。 

 

 

元気ファクトリー代表 

株式会社明屋書店 前代表取締役 

小島 俊一様 

2013年 9月株式会社明屋書店 代表取締役に就任。 

   代表取締役就任後に「従業員を大切にする」などの 

   独自の手法で正社員のリストラを一人も出さず、 

   2年後には業績を V字復活させる。 

   それが評価され週刊ダイヤモンド誌 

   「地方『元気』企業ランキングで同社を日本一に導く。 

   現在は「中小企業の経営革新は何から生まれるのか？」をテーマにした講演会や 

   「元気な組織の作り方」などの企業研修で活躍している。 

 

  



 
 

※「インバスケット」とは・・・ 

まだ決済がされていない書類が入った「未処理箱」を意味します。 

主人公の立場になりきり、上司からの指示・部下からの相談・お客様からの声など、どの職場でも起こりうるよう

な案件の対処を行います。限られた時間内で、的確かつ迅速に、精度高く処理を行うことができるかを測るビ

ジネスシミュレーションです。 

学習したはずの知識が、実際に発揮（活用）ができるかや、受講者の 

“潜在的な能力”を測定することができることから、大手企業の昇格試験や、 

中小企業や警察機関をはじめとする官公庁などでの研修で、弊社では 

累計約 550 の企業・団体に教育ツールとしてご提供しています。 

 

【 インバスケット研究所 】 

◆事業内容 

 - インバスケット法を用いた個人・法人向け教材開発・販売 

 - インバスケット法を用いた人材育成、並びに能力開発に関する各種セミナー 

 - 講習会・研修会の企画・開催、並びに運営・管理 

 - インバスケット法を用いたヒューマンアセスメントに関する情報、並びにサービスの提供 

 - マーケティングリサーチ業務、及び経営コンサルタント業務 

 

◆各種実績 

期間 
取引社数 

※年度重複あり 

研修回数 

※自社開催含む 
採点人数 

2015 年度 

（2014 年 11 月 

～2015 年 10 月） 

205 社 141 回 1,189 名 

2016 年度 

（2015 年 11 月 

～2016 年 10 月） 

265 社 166 回 2,114 名 

2017 年度 

（2016 年 11 月 

～2017 年 10 月） 

290 社 

※見込み含む 

約 225 回 

※見込み含む 

約 3,000 名 

※見込み含む 

 

  



 

 

◆沿革 

2009 年 11月 日本初のインバスケット専門機関として「株式会社インバスケット研究所」設立 

        本社を大阪府堺市深井沢町に置く 

2011 年 6 月 書籍『究極の判断力を身につける！インバスケット思考』をWAVE 出版より発売 

2012 年 5 月 書籍『究極の判断力を身につける！インバスケット思考』が 

        ビジネス書大賞 2012 書店賞を受賞 

2013 年 4 月 東京都港区新橋に「東京オフィス」を開設 

2013 年 6 月 三井住友海上プライマリー生命保険株式会社様と業務提携、共同開発を発表 

2013 年 12月 大阪府堺市深井水池町に本社を移転 

2015 年 6 月 第 1回「判断力検定試験」実施 

2016 年 5 月 東京オフィスを東京本社とし、東京都江東区へ移転 

 

また、弊社代表 鳥原隆志の執筆本は 35冊以上あり、累計発行部数は 50万部以上に及ぶ。 

 

 




